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１．はじめに 

土木施設に導入されている各種の土木機械設備は,河川・道路において非常に重要な役割を果たしているが,

施設数の増大,老朽化の進行,限られた維持管理予算の相反する条件下で,より適切なライフサイクルマネジメ

ントの導入が進められている． 

しかしながら近年,想定を超える天災による被災や,これまで重要と思われていなかった部品の故障により土

木機械設備の機能喪失が見られることから,より実態に即した施設の信頼性評価も検討する必要がある． 

これまでの信頼性評価では,設備の確実な稼働に対しての構成機器の重要度や故障頻度などが評価要素とな

っているが,万一不稼働に陥った際の機能回復の遅速については考慮されていなかった．しかし,実際の設備の

維持管理・運用では,不稼働時からの早期機能回復が強く求められており,その定量的評価は重要な要素となり

得ると考える． 

そこで,土木機械設備のうち排水機場ポンプ設備について,不稼働からの機能回復能力の定量的評価を試みた．

研究途上ではあるが,その内容について概説する． 

                     

２．機能回復難易度の定量的化の試行と結果 

土木機械設備の信頼性評価手法の一つとして現在,FMEA（Failure Mode and Effects Analysis ：故障モー

ド影響解析）を活用している．概要を表-1に示す． 
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 今回試みた機能回復能力の定量化は,FMEA の手法をベースとして,評価項目を表-2のとおり設定して,その

評価から機能回復指標を算出することにより行った．機能回復指標のうち,数値が高かったもの（＝早期の機

能回復が困難）の抜粋を表-3に示す． 

 
 

３．機能回復難易度の適用性評価 

機能回復指標の適用性について,国土交 

通省「河川ポンプ設備点検・整備・更新

マニュアル（以下「マニュアル」と表

記）に示されている設備構成機器の致命

的機器と,表-3に示す機能回復困難な機器

との比較を行うことで検証した．図-1にそ

の結果を示す． 

その結果,マニュアルでは非致命的機器

であったベンド（ケーシング）,据付部が,

機能回復指標での評価では致命的と判断

された．理由は,マニュアルでの評価では,

システムへの影響度は高いが,故障発見は

容易で発生頻度も低いためである．しか

し,万一これらが故障した際は容易に修復

困難であることから,このような結果にな

ったと考える． 

どちらの評価が適切であるかは,今後研

究を進めて検証したい． 

４．あとがき 

 機能回復能力の定量化は,設備構成機器の致命・非致命機器の判定や保有すべき予備品の選定等に活用でき

るものと考える．しかし現時点では研究途上であり,先述の評価の適切性の他,評価項目が多く評価自体が難し

い,あるいはより実態に近づけるためには評価項目毎の重み付けをどうするか,等,課題も多い． 

 今後は設備維持管理マネジメントに資するべく,研究を進めていきたい． 

表-2 機能回復指標 評価要素 表-3 機能回復指標 算出結果

図-1 致命度評価の比較検証 

致命的機器：故障した場合排水機能を

確保できなくなる部品 
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